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医療保育専門士
　医療保育専門士は、日本医療保育学会が認定している資格で、2007
年に誕生しました。医療保育の目的は、医療を要する子どもとその家族
を対象として、子どもを医療の主体として捉え、専門的な保育支援を通
して、本人と家族のQOLの向上を目指すことです。

　当院には、保育士が在籍しています。医療保育専門士資格取得者もいます。

　医療保育専門士は、主に入院中の子どもと一緒に遊んで心理的な支援や入院生活のサ
ポート、子どもの頑張りが引き出せるよう検査や手術の説明を行います。入院中の子ど
もを対象としているため、医療や看護に関する専門知識を学んでいますが、医療行為は
行いません。

育児のご相談、病院生活でのご質問ご意見などありましたら、いつでもお声かけくださ
い。

　保育士は、外来や病児保育室でも活動しているため、6N病棟に不在の場合があります。

子どもケアサポート

●当院に入院された0歳～15歳未満のお子さん
●「子どもケアサポート同意書」にご希望があった方
※希望しなかった場合でも、入院中にケアが必要となった場合は、変更も可能です。

◆対象の子ども

●医師がケアを許可しない場合(ケアをご希望されている場合でも医師の許可がない場
　合は介入致しかねますのでご了承ください)
●土日・祝日は、保育士が不在となっています。

◆訪問できない場合

●9時～17時の間で病室へ訪問します。ご希望に添えない場合もありますので、ご了承く
　ださい。
●安静を保つため一日に30分程度の訪問が基本となりますが、付添いの方のシャ
　ワーや買い物に行かれる際には、30分以上の時間を要しますので調整いたします。

※感染状況により、他病棟への入院の際は、保育士の介入はございません。　

◆訪問時間

（参考文献）
日本医療保育学会ホームページ 日本医療保育学会

　当院では、医療保育専門士により子どもケアサポート (医療保育)を提供しています。
　子どもケアサポートとは、｢医療を要する子どもと家族を対象として行なわれる保育
士による「保育(養護と教育)と支援｣のことです。
　発達年齢に合わせた支援を行ないます。

ご
案
内



入
院
準
備

入
院
中

ご
案
内

ご
案
内

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
中

入
院
中

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
中

ご
案
内

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
中

入
院
中

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

入
院
準
備

項　目

洗面用具

着替え

食事用品

その他

衛生用品

付添いの方

□肌着　□下着　□パジャマ (動きやすい服 )　

□せっけん　□シャンプー　□トリートメント　□歯ブラシ　□歯磨き粉
□体用スポンジ  □ヘアブラシ  □タオル  □バスタオル  □化粧水  □洗顔  □髭剃り

□筆記用具やメモ　　□イヤホン　□滑りにくいサンダルなど　
□携帯電話の充電器　□うちわ　　□エコバッグやサブバッグ
　(売店、コインランドリーに行く際などに使用できます)

□箸　□スプーン　□フォーク　□コップ
※付添いの方の食事の提供はしていません。ご持参いただくか、
１階売店でお買い求めください。買い物の際は、看護師へお知らせください。

□マスク　□ティッシュ　□ナプキン　□授乳パット
□ビニール袋　□洗濯用洗剤　□除菌シート　
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　子どもは、大人が保護する対象ではなくひとりの人間として大切にされ、権利と尊厳が
守られなくてはなりません。これらは、入院中でも同様です。

子どもの権利について1
　入院の際にご持参いただく持ち物は下記の表を参考にお子さん、付添いの方に必要な
ものをお持ちください。紛失防止のため持ち物には名前をご記入ください。
※必ず必要なものではありません。

入院時の持ち物チェック2
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□肌着　□下着　
□パジャマ (動きやすい服 )

□せっけん　　□シャンプー　
□トリートメント　□歯ブラシ　
□歯磨き粉　　□体用スポンジ　
□ヘアブラシ　□タオル
□バスタオル

□箸　　　　□スプーン
□フォーク　□コップ
※幼児用の箸やスプーンをご用意して
いますが必要であればお子さんの使用
しやすいものをご持参ください。

※幼児用箸は18センチです。

□オムツ　□おしりふき　□マスク
□ティッシュ　□ビニール袋

□玩具や絵本等　□イヤホン
□滑りにくくぬぎやすい靴
(音の鳴るサンダルはご遠慮ください)

項　目

着替え

洗面用具

食事用品

衛生用品

その他

乳　児 幼　児～

□肌着　□下着　□ロンパース
□パジャマ　□スタイ　
□ガーゼ　　□授乳クッション

□せっけん　□シャンプー　
□トリートメント　□歯ブラシ　
□体用スポンジ　□ヘアブラシ
□タオル　□バスタオル
※ベビーバスはあります。

□スプーン　□フォーク　
□食事用エプロン
□ミルク　□哺乳瓶　
□洗浄・消毒用品
(電子レンジで使用できるもの等)
□お湯を入れるマグカップ　
□お湯を保管する水筒

□オムツ　□おしりふき　 
□ティッシュ　□ビニール袋

□玩具や絵本等　

※着替え類は多めにご持参ください。
※点滴をすることもありますので、袖にゆとりのある服をご持参ください。

※タオル、バスタオルは体拭きや手拭きなど様々な用途でお使いいただきます。
　多めのご準備をお願いします。

※お子さんのお気に入りの玩具や絵本をお持ちください。入院中の不安軽減へと繋がります。
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６時点灯

８時朝食

9時～
状況に合わ
せた看護

12時昼食

13時～
状況に合わ
せた看護

18時夕食

19時～
自由時間

21時～
消灯

体温、脈、血圧などお子さんの
状況に合わせて計測を行います。

看護師が検温に向かいます。

看護師が検温
に向かいます。

看護師が検温
に向かいます。

病棟スタッフが配膳します。

夜間も看護師が
巡視します。

病棟スタッフが
配膳します。

病棟スタッフが
配膳します。

入
院
中

入
院
中

病棟の体制

　入院前や、入院当日に看護師より患者さんの医療に必要な情報の聞き取りを行い、検査
や治療内容、看護の内容などについて説明します。ご不明な点やご質問がありましたら、
スタッフにお声かけください。

　６N病棟は、小児科の専門病棟になっています。しかし病室の空き状況によっては、他病
棟への入院になることがあります。
　大人の患者さんも入院される混合病棟で、安心・安全に看護サービスを提供できるよう
看護師の配置の調整も行っています。その他、小児(0歳～15歳未満)の入院されるお子さ
んに対して保育や検査の説明などを行う医療保育専門士も配置しています。
　病状の変化や病院全体のベッドの調整上、やむを得えず部屋の移動をお願いすること
があります。ご理解とご協力をお願いいたします。

入院中の流れ
　入院中のおおよその一日の流れです。
※お子さんの年齢、症状や体調、手術や治療によって時間が異なる場合もあります。

入院生活について3

※回診は、医師、看護師等が病室に伺います。時間は看護師にて説明します。
※手術入室までの準備については、看護師にて説明します。
※リハビリや処置・検査・治療などについては病棟スタッフにて説明します。
※清潔ケアやシャワー浴時間などについては担当スタッフにてご案内します。
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６時点灯

８時朝食
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状況に合わ
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入
院
中

入
院
中

病棟の体制

　入院前や、入院当日に看護師より患者さんの医療に必要な情報の聞き取りを行い、検査
や治療内容、看護の内容などについて説明します。ご不明な点やご質問がありましたら、
スタッフにお声かけください。

　６N病棟は、小児科の専門病棟になっています。しかし病室の空き状況によっては、他病
棟への入院になることがあります。
　大人の患者さんも入院される混合病棟で、安心・安全に看護サービスを提供できるよう
看護師の配置の調整も行っています。その他、小児(0歳～15歳未満)の入院されるお子さ
んに対して保育や検査の説明などを行う医療保育専門士も配置しています。
　病状の変化や病院全体のベッドの調整上、やむを得えず部屋の移動をお願いすること
があります。ご理解とご協力をお願いいたします。

入院中の流れ
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設備のご案内

　シャワールームは、病棟内に2か所あります。完全予約制となります。また貸し
出し用のドライヤーもありますので必要な方はスタッフへお声かけください。

　また、付添いの方のシャワー利用の間、保育士や看護師がお子
さんに付き添うことも可能です。遠慮なくお声かけください。

◆シャワールーム

　ナースステーション内に、電子レンジがありますのでご利用の際はスタッフへお声かけください。
◆電子レンジのご利用

【利用時間】※30分間隔で予約できます。
　　 午前 9：30～12：00 午後 13：00～20：00

※足ふきマットは設置していません。

【哺乳瓶の消毒】
　電子レンジで哺乳瓶消毒を希望される方は、消毒器や消毒パックなどご準備ください。
　また、ミルトン用容器の貸し出し、ミルトン薬液の提供を行っていますので、ご利用されたい
方はスタッフへお声かけください。

【お弁当の温め】
　付添いの方の弁当類の温めも可能です。スタッフへお声かけください。

　病棟の廊下に設置しています。
麦茶、お茶、お湯、冷水を提供しています。お湯のご使用の際、お茶などが混ざる
ことはありませんので、調乳用として安心してご使用いただけます。
　提供口がマグカップの高さほどしかないため、高さのある哺乳瓶には入れ替え
作業が必要です。お湯を入れられるカップのご用意をください。

◆ティーサーバー

※お湯の温度は、70～80度ほどに設定されています。やけどには、十分ご注意ください。

入
院
中

入
院
中

お部屋によっては簡易のソファーベッドをご用意しています。必要な方は、ご利用ください。大部屋
の場合は、お子さんと同じベッドでおやすみいただくようお願いいたします。

◆簡易ソファーベッド

※ソファーベッドの種類は、部屋ごとで異なります。
　使用方法はスタッフへお尋ねください。

付添い
　小児の入院の場合、付添い入院が可能です。ただし、付添いされる方は、原則1名となって
います。

　付添い入院される方は、お部屋にいるとき以外、「付添証」の着用をお願いします。不審
者対策のため、ご協力をお願いいたします。「付添証」は病棟にてお渡しします。

◆「付添証」

　付添いを別の方と交代される場合には、スタッフへお声かけください。
　付添いの方の性別が違う場合は個室となり、個室料金が発生します。

◆付添い交代

　付添いの方の食事の提供はしていません。
　1階に売店があります。お弁当、おにぎり、サンドイッチなどの商品を販売しています。
弁当類は、午後になると売り切れていることが多いため、午前中にお買い求めいただくこ
とをおすすめしています。また、6階のエレベーター前に、飲み物の自販機を設置していま
す。

◆付添いの方の食事

プレイルーム

　6N病棟にはプレイルームがあります。
　プレイルームは、入院している子どもの気分転換、検査や処置による不安の軽減、検
査や処置のあとに気持ちの切り替えをするための部屋です。
プレイルームを利用できるのは、0歳～15歳未満のお子さんとその付添いの方です。

完全予約制となっています。また、医師の許可が必要となりますのでご了承ください。
詳しくはスタッフへお尋ねください。

　※病院の規定に沿って消毒等行っていますので、安心してご利用ください。

【付添いの方へ】
●プレイルームは付添いの方の責任のもとご利用ください
●お子さんのみでのご利用はできません
●プレイルーム内は飲食禁止です
●利用の前後に手指消毒お願いします
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設備のご案内
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医療保育専門士
　医療保育専門士は、日本医療保育学会が認定している資格で、2007
年に誕生しました。医療保育の目的は、医療を要する子どもとその家族
を対象として、子どもを医療の主体として捉え、専門的な保育支援を通
して、本人と家族のQOLの向上を目指すことです。

　当院には、保育士が在籍しています。医療保育専門士資格取得者もいます。

　医療保育専門士は、主に入院中の子どもと一緒に遊んで心理的な支援や入院生活のサ
ポート、子どもの頑張りが引き出せるよう検査や手術の説明を行います。入院中の子ど
もを対象としているため、医療や看護に関する専門知識を学んでいますが、医療行為は
行いません。

育児のご相談、病院生活でのご質問ご意見などありましたら、いつでもお声かけくださ
い。

　保育士は、外来や病児保育室でも活動しているため、6N病棟に不在の場合があります。

子どもケアサポート

●当院に入院された0歳～15歳未満のお子さん
●「子どもケアサポート同意書」にご希望があった方
※希望しなかった場合でも、入院中にケアが必要となった場合は、変更も可能です。

◆対象の子ども

●医師がケアを許可しない場合(ケアをご希望されている場合でも医師の許可がない場
　合は介入致しかねますのでご了承ください)
●土日・祝日は、保育士が不在となっています。

◆訪問できない場合

●9時～17時の間で病室へ訪問します。ご希望に添えない場合もありますので、ご了承く
　ださい。
●安静を保つため一日に30分程度の訪問が基本となりますが、付添いの方のシャ
　ワーや買い物に行かれる際には、30分以上の時間を要しますので調整いたします。

※感染状況により、他病棟への入院の際は、保育士の介入はございません。　

◆訪問時間

（参考文献）
日本医療保育学会ホームページ 日本医療保育学会

　当院では、医療保育専門士により子どもケアサポート (医療保育)を提供しています。
　子どもケアサポートとは、｢医療を要する子どもと家族を対象として行なわれる保育
士による「保育(養護と教育)と支援｣のことです。
　発達年齢に合わせた支援を行ないます。
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